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－女性像の役割を中心に－
谷本美枝子
第一次世界大戦がもたらした，既存の文化・文明・秩序の動揺の中で，
ヘッセは，従来のヨッパ精神における女性性の欠落を指摘し，一切の始源
である母性への回帰とそれによる再生を， ヨーロッパ世界全体の急務と考
えた．始源への回帰と再生,これがヘッセのいわゆる「ヨーロッパの没落」
である．そしてこの「没落」を，ヘッセは何よりもまず自らの内面に求め
ることを怠らなかった． ここに彼の「内面への道」が始まったのである．
『デーミアン』 ("DgjMz"l@)の主人公ジンクレア少年は，自己実現の道程
で遭遇した数々の人物像やイメージを総合した魂の象徴として， また一切
の母としてエーファ夫人を愛し，彼女への強い憧れを通じて，更に自らの
内面の深みへと導かれる．そして,『ナルツィスとゴルトムント』(,,"""z"
""dGoﾉﾋ加""αG@)において，官能の人ゴルトムントが遣した「母がなく
ては，死ぬことは出来ない」という言葉は，彼の最期を見守る知の人ナル
ツィスの胸中に炎を点じた．我々はこの『デーミアン」から『ナルツィス
とゴルトムント』に至る一連の作品の中に，内面へと視野を移した， ヨー
ロッパ精神における女性性及び母性の欠落というヘッセのテーマを，そし
て彼の「没落」への試みを，確認することが出来る． ここでは， 『クライ
ンとヴァーグナー』(,,K〃〃〃"dWZzgw""),そして『荒野の狼』 (,,De"
STGMg"〃〃#@)の2点を取り上げ，主に両作品における女性像の比較考
察を通じて，ヘッセにおける女性的なるものへの希求に，一つのアプロー
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チを試みた．なお両作品の成立には，ヘッセがノイローゼ的傾向に悩む一
患者として，また一芸術家として親しんだ，ユングの精神分析学の影響が
少なからず認められ，ユングの概念の一つであるArchetypus(特に影・
アニマ・アニムス・自己など）を，両作品の鑑賞及び解釈の鍵とすること
は，極めて妥当であると思われる．
小市民と殺害者という内心の両極性に苦悩するクラインは，彼の内面の
女性的側面を体現する踊り子テレジーナとの出会いによって，希求されて
いた統一への道を歩み始める． またクラインにおけるこの分断の苦悩と統
一への歩みとを， より多元的なものとして体験したのが『荒野の狼』のハ
リー・ハラーであり，その統一への歩みを助けたのは，やはり踊り子のヘ
ルミーネであった． 自らの内に潜む殺人の可能性を恐れながら， クライン
は踊り子を残して一人雨中の湖へ入水する．一方ハリーは，彼の魂の画像
を映す「魔術劇場」の幻想世界で踊り子を刺殺し，永遠に生きることによ
ってこれを晴罪すべく判決を受ける．片や死へ，片や生へと身を投じた2
人の主人公の運命は，踊り子のそれと比べ,｢死と生」或いは「生と死」と
いう対照をなしている． この2組の男女それぞれの，生と死に二分された
結末は，両作品をヘッセの，アニマヘの一貫した道程として捉えることへ
の示唆を与えるものである．即ち，湖水（無意識）へと没しながら，やが
て達成される統一への予感を得たクラインの死を，より高次の生を生きる
ための前奏と解するとき， クラインとハリー，テレジーナとヘルミーネの
間に， またクラインに統一を予感させた「透明な音楽」と，ハリーの内な
る人間と狼とを和解させた「神の黄金の痕跡」との間に，そして入水とと
もにクラインが体験した「万象の激流」と，ハリーの胸中の「無数の魂」
との間に，我々は鮮明な軌跡を辿ることが出来る． またハリーを永遠の生
へと導いた魔術劇場におけるヘルミーネ殺しと， その前身とも見るべき
「ヴァーグナー劇場」の夢の中でなされたクラインの殺人を峻別すると
き， 2人の踊り子と両主人公の関係に象徴された，アニマとの合一を目指
’
－208－
すヘッセの苦闘が浮き彫りにされるのである．殺人者ヴァーグナー，天才
芸術家ヴァーグナーに象徴される自らの「影」との融和を達成したクライ
ンは，未だなされ得ないアニマとの合ーを求めて，更に無意識の深部へと
沈潜する．そうして，ハリーとヘルミーネに姿を変えて再会したヘッセの
神話的人物は，ダンスという媒体を通じて各々の劣等機能を開発し，合一
をめざす．そしてここでもまた，ハリーとヘルミーネの間で重要な役割を
持つダンスのメクファーを，テレジーナの踊りを評するクラインの言葉の
中に探ることが可能となる．
このように『クラインとヴァーグナー』そして『荒野の狼』は，各々の
中に，各々の作品を解く鍵を蔵している．両作品の比較により，あたかも
二面の鏡を合わせ見るかのように展開する重層的な広がりの中に，ヘッセ
の一貫したアニマヘの軌跡が明らかにされる．従って，塵術劇場の終幕が
作者ヘッセ自らに課した新たな要請も，ここにその極めて明確な姿を呈す
ると言えるだろう．
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